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「多摩経済サミット」、観光立島シンポジウム 

な
い
よ
う

な
い
よ
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な
い
よ
う 
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題字は、山下光一前名誉会長

　「多摩経済サミット」ではダイヤモンドシティ・ミューによる交

通渋滞を解消するよう求めたほか、都営団地建て替えの影響緩和、

新規創業を呼び込むための工場アパート建設、容積率見直しによ

る工場スペースの確保�など様々な要望や意見を出しました。国、
都の今後の対応が待たれます。一方、三宅島での観光立島シンポ

ジウムでは火山を売り物にしようという提案がありました。危機

管理の重要性が叫ばれている今、そのモデルの場所にという、時

代を読んだプランです。具体化されれば先端を行く観光地となり

そうです。 （４、５面参照）

◆　新年のご挨拶 平成１９年 年頭所感

◆　2006年多摩経済サミットを開催

◆　三宅島で観光立島シンポジウムを開く

◆　経営指導員のスキル向上を目指した「パ

ワーアップ研修」をスタート

◆　平成１８年秋の叙勲

◆　手綱を緩めず商工会等改革を進展

◆　「中小企業活力強化大会」を開催

◆　相次いで地域サミットを開く

◆　年男 抱負を語る
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
々
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
健
や
か
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
経
済
は
今
、
大
変
、
息
の
長
い
景
気
の
も
と
に
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
政
府
の
統
計
で
は
、
経
済
成
長
が
四
年
十
カ

月
を
記
録
、
戦
後
最
長
の
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
小
企
業
景
況
調
査
で
は
、
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
は

「
悪
化
」、「
横
ば
い
」、「
足
踏
み
」
の
状
態
が
依
然
と
し
て

続
き
、
政
府
発
表
と
は
大
き
く
乖
離
、
景
気
を
実
感
す
る
も
の

と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
ど
も
商
工
会
は
会
員
の
減
少
、
補
助
金
の

削
減
、
少
子
高
齢
化
な
ど
逆
風
を
受
け
て
大
変
、
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
商
工
会
、
商
工
会
連
合
会
で
は
い
ま
、
商
工

会
等
改
革
、
つ
ま
り
、
人
事
・
給
与
制
度
、
組
織
・
指
導
体
制
、

財
政
制
度
の
見
直
し
を
進
め
、
財
政
基
盤
の
強
化
、
会
員
の
増

強
、
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
振
興
に
お
い
て
は
、
昨
年
、
多
摩
経
済
サ
ミ
ッ
ト
で
、

夏
季
五
輪
誘
致
や
、
２
０
１
３
年
開
催
の
多
摩
国
体
と
と
も
に
、

「
国
際
花
博
覧
会
」
を
誘
致
す
る
活
動
を
開
始
す
る
と
宣
言
し

ま
し
た
。
ま
た
、
多
摩
地
域
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
で
組
織

し
ま
す
多
摩
観
光
協
議
会
で
は
多
摩
の
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
今
年
三
月
ま
で
に
は
そ
れ
を
検
証
す
る
ツ

ア
ー
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
振
興
を
こ
の
よ
う
に
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
多
摩

地
域
は
、
工
業
出
荷
額
が
す
で
に　

区
を
凌
駕
す
る
ま
で
に

２３

な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
が
七
十
を
超
え
、
企
業
の
研
究
施
設
、

先
端
技
術
を
持
つ
中
小
企
業
が
多
数
集
積
、
こ
の
こ
と
か
ら
多

摩
地
域
は
将
来
、
首
都
圏
を
牽
引
す
る
と
言
わ
れ
、
大
い
に
期

待
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
島
し
ょ
地
域
に
お
い
て
は
悲
願
と
し
て
き
ま
し
た
三

宅
島
で
の
「
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
実
現
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
は
同
島
が
帰
島
一
周
年
、
村
制
五
十
周
年
に
当
た
り
、

正
に
そ
の
記
念
す
べ
き
年
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
機

関
が
一
丸
と
な
っ
て
三
宅
島
の
再
生
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

厳
し
い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
商
工
会
、
商
工
会

連
合
会
は
地
域
の
商
工
業
者
の
皆
様
に
役
に
立
ち
、
今
後
も
地

域
に
欠
か
せ
な
い
経
済
団
体
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
中
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
は
商
工
会
の
最
大
の
財

産
で
あ
る
「
人
財
」
で
す
。
こ
の
た
め
、
三
カ
年
計
画
で
経
営

指
導
員
を
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
し
て
い
こ
う
と
「
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
研
修
」
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
今
年
は
地
域
の
主
要
企
業
に
も
商
工
会
に
積
極
的
な
参
画

を
い
た
だ
く
増
強
運
動
等
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
摩
・
島
し
ょ
地
域
の
経
済
活
性
化
の
た
め

に
、
本
年
も
二
十
七
商
工
会
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
運
営
に
当

た
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年
で
あ
る
こ

と
を
祈
念
し
て
、
私
の
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て 

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
九
年
元
旦 

 

副
会
長 

石
川
昌
宏 

　
　
（
あ
き
る
野
） 

副
会
長 

平
畑
文
興 

　
　
　
（
昭
島
市
） 

副
会
長 

神
石
　
實 

　
　
　
　
（
小
平
） 

副
会
長 

門
井
豊
秋 

　
　
　
（
大
島
町
） 

専
務
理
事 

坂
爪
正
二 

 

理
事 

深
沢
精
一 

　
　
　
　
（
三
鷹
） 

理
事 平

塚
久
敏 

　
　
　
　
（
清
瀬
） 

理
事 村

越
政
雄 

　
　
（
小
金
井
市
） 

理
事 宮

川
一
三 

　
　
　
（
西
東
京
） 

理
事 

原
島
芳
一 

　
　
　
（
調
布
市
） 

理
事 

町
田
成
司 

　
　
　
（
福
生
市
） 

理
事 

井
上
敏
夫 

　
　
　
（
日
野
市
） 

理
事 

矢
野
　
守 

　
　
（
国
分
寺
市
） 
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理
事 

山
下
三
郎 

　
　
（
東
村
山
市
） 

理
事 

加
藤
政
治 

　
　
（
東
大
和
市
） 

理
事 浅

沼
孝
彦 

　
　
　
（
八
丈
町
） 

理
事 番

場
正
夫 

　
　
　
（
稲
城
市
） 

理
事 

向
笠
幸
雄 

　
　
　
（
羽
村
市
） 

理
事 

栗
原
昭
一 

　
　
　
（
瑞
穂
町
） 

理
事 波多

野
章
裕 

　
　
　
（
都
青
連
） 

理
事 廣瀬

可
世
子 

　
　
　
（
都
女
連
） 

監
事 栗

山
　
昇 

　
　
　
（
狛
江
市
） 

監
事 

松
田
昭
男 

　
（
武
蔵
村
山
市
） 

監
事 

原
田
貞
男 

　
　
（
日
の
出
町
） 

理
事 

中
村
千
代
澄 

　
　
（
神
津
島
村
） 

理
事 

前
田
萬
治
郎 

　
　
　
（
新
島
村
） 

理
事 

才
神
芳
美 

　
（
東
久
留
米
市
） 

�
�
�
�
�
�

�
�
�
��

東
京
都
知
事

 
石
原 
慎
太
郎
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略
や
地
域
活
性
化
戦
略
を
立
て
て
い
く
こ

と
が
非
常
に
重
要
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
会
長
や
会
頭
が
次
々
と

手
を
上
げ
、
事
業
環
境
の
厳
し
さ
や
、
変

化
を
指
摘
、
改
善
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

数
多
く
指
摘
が
あ
っ
た
の
は
武
蔵
村
山
市

の
日
産
村
山
工
場
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
の
交
通

渋
滞
の
影
響
で
、「
青
梅
街
道
、
旧
青
梅

街
道
が
全
く
機
能
し
な
く
な
っ
た
」
と
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

「
上
北
台
か
ら
早
く
モ
ノ
レ
ー
ル
を
延
伸

し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
国
営
昭
和
記
念
公
園
を
含

む
周
辺
国
有
地
を
候
補
地
に
、
多
摩
地
域

に
「
国
際
花
博
覧
会
」
を
誘
致
す
る
活
動

を
開
始
す
る
こ
と
を
最
後
に
宣
言
。
こ
の

宣
言
で
終
了
を
し
ま
し
た
。（
１
面
参
照
）

　

多
摩
地
域
の
商
工
会
長
、
会
議
所
会
頭

が
一
堂
に
集
い
、
地
域
の
活
性
化
策
に
つ

い
て
話
し
合
う
「
２
０
０
６
年
多
摩
経
済

サ
ミ
ッ
ト
」
が
十
一
月
二
十
四
日
、
立
川

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
「
国
際
花
博
覧

会
」
を
誘
致
す
る
活
動
を
開
始
す
る
宣
言

を
採
択
し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
で

は
伊
藤
達
也
元
金
融
担
当
大
臣
が
基
調
講

演
で
「
民
間
・
地
域
の
力
を
活
か
し
た
国

づ
く
り
」
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
、
こ
れ

を
受
け
て
多
摩
地
域
の
も
の
づ
く
り
や
ま

ち
づ
く
り
振
興
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
東
京
都
か
ら
島
田
健
一
・

産
業
労
働
局
長
ら
、
都
議
会
か
ら
三
田
敏

哉
自
由
民
主
党
三
多
摩
支
部
連
合
会
会
長
、

宮
崎
章
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党
幹
事
長

ら
五
人
、
関
係
機
関
か
ら
高
橋
功
・
東
京

都
中
小
企
業
振
興
公
社
理
事
長
を
来
賓
に

迎
え
、
商
工
会
の
会
長
、
会
議
所
の
会
頭

ら
五
十
六
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
を
し
た
桂
�
夫
会
長
は

「
政
治
と
産
業
界
、そ
れ
ぞ
れ
の
面
が
キ
ッ

チ
リ
と
相
提
携
す
る
中
で
こ
れ
か
ら
の　
２１

世
紀
の
多
摩
づ
く
り
に
向
け
て
我
々
も
努

力
を
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
を
し
た
島
田
健
一
・
産
業
労

働
局
長
は
「
多
摩
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
皆
様
と
忌
憚
の
な

い
話
し
を
し
、
今
後
の
都
の
行
政
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
」、
宮
崎
章
・
幹
事
長

は
「
多
摩
で
一
番
大
き
な
課
題
は
横
田
基

地
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
伊
藤
元
金
融
担
当
大
臣
は

「
欧
米
並
み
の
経
済
成
長
を
実
現
し
て
基

礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
五
年
後
に
果

た
し
て
い
く
」
と
い
う
、
同
元
担
当
大
臣

も
策
定
に
関
わ
っ
た
経
済
成
長
戦
略
大
綱

を
掲
げ
、
政
策
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
担
当
大
臣
は
地
域
経
済
活
性

化
戦
略
に
関
連
し
て
「
多
摩
地
域
が
持
っ

て
い
る
地
域
資
源
は
世
界
に
発
信
で
き
る

よ
う
な
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
」
と
指
摘
、

「
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
新
し
い
産
業
戦

２
０
０
６
年
多
摩
経
済
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催 

　
国
際
花
博
、
誘
致
活
動
開
始
を
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
摩
地
域
の
も
の
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
振
興
で
活
発
に
意
見
交
換 

来賓挨拶をする東京都の
島田健一・産業労働局長

　

当
連
合
会
、
三
宅
村
商
工
会
は
十
一
月

六
日
、
東
京
・
三
宅
村
の
三
宅
勤
労
福
祉

会
館
で
三
宅
村
村
制
五
十
周
年
、
帰
島
一

周
年
を
記
念
し
て
「
平
成
十
八
年
度
観
光

立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
き
ま
し
た
。

三
宅
村
で
の
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

平
成
十
二
年
の
雄
山
の
噴
火
で
計
画
し
て

い
た
開
催
が
中
止
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

悲
願
と
し
て
き
た
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
感
慨
の
深
い
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
に
は
ほ
ぼ
会
場
が
い
っ
ぱ
い
と

な
る
約
百
五
十
人
が
参
加
。
基
調
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
三

宅
島
を
再
生
さ
せ
る
た
め
の
観
光
の
方
向

を
熱
く
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
を
し
た
桂
�
夫
・
当
連
合

会
会
長
は
「
ど
う
し
て
も
（
三
宅
の
）
皆

様
方
に
希
望
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」、
ま
た
、
浅
沼

基
・
三
宅
村
商
工
会
会
長
は
「
国
や
行
政

か
ら
大
き
な
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
の
も
観
光
立
島
シ
ン
ポ
の
大
き
な

力
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
を
し
た
平
野
祐
康
・
三
宅
村

村
長
は
「
三
宅
島
は
昭
和
に
入
っ
て
四
回

も
大
変
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
こ

れ
を
逆
手
に
取
っ
て
、
生
か
し
て
い
か
な

い
と
、
三
宅
島
の
未
来
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

三
宅
島
で
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
　
　
　 

「
火
山
を
逆
手
に
観
光
振
興
を
！
」 

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悲
願
の
開
催
を
実
現
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喜
び
の
言
葉

　

こ
の
度
平
成
十
八
年
秋
の
叙
勲
に
際
し
ま
し

て
、は
か
ら
ず
も
、旭
日
双
光
章
を
拝
受
致
し
身

の
引
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
方
の
公

私
に
わ
た
る
ご
支
援
、ご
指
導
の
賜
も
の
で
あ
り

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
な
い
よ
う
、一
層
精

進
を
重
ね
て
ご
芳
情
に
報
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
交
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
変

化
に
即
応
し
た
高
度
な
専
門
知
識
を
身
に

付
け
る
と
と
も
に
、
経
営
者
の
皆
様
と
経

営
上
の
問
題
点
を
ス
ム
ー
ズ
に
対
話
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く
こ

と
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
内
容
と
し
て
は
①
経
営
革
新
を

実
践
と
し
て
い
る
経
営
者
と
創
業
経
営
者

の
講
話
②
コ
ー
チ
ン
グ
の
実
践
や
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
等
の
役
割
分
担
を
通
し
て
の

経
営
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
構
築
③
実
務
に
沿
っ
た
事
例
問
題
を
通

し
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
や
、
質
問
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
の
全
員
参
加
型
の
実
務
研

修
な
ど
で

す
。
今
年

度
は
三
回

実
施
。
経

営
指
導
員

は
こ
の
中

か
ら
一
つ

を
選
ん
で

受
講
を
し

ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
様
々
な
経
営
相
談
や
支
援

の
要
請
に
応
え
る
体
制
を
さ
ら
に
強
固
に

し
て
い
き
ま
す　

。当
連
合
会
は
こ
の
た
め

!!

経
営
指
導
員
の
ス
キ
ル
を
数
年
を
掛
け
て

抜
本
的
に
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。こ
れ
は

各
都
道
府
県
連
の
中
で
も
、顕
著
な
優
れ
た

指
導
員
集
団
を
構
築
し
た
い
と
い
う
桂
�

夫
会
長
の
悲
願
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
経
営
指
導
員
、
専
門
経
営

指
導
員
、
商
工
会
指
導
員
約
九
十
名
を
対

象
に
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」
と
銘

打
っ
て
五
日
間
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

当
連
合
は
現
在
、
人
事
・
給
与
制
度
、
組

織
・
指
導
体
制
、
財
政
制
度
な
ど
各
面
に

亘
っ
て
改
革
を
進
め
、
こ
の
改
革
で
職
員

能
力
開
発
を
大
き
な
課
題
と
し
て
お
り
、

研
修
は
こ
の
改
革
の
一
環
で
も
あ
り
ま
す
。

　

研
修
は
会
員
の
皆
様
の
経
営
環
境
が
大

経
営
指
導
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
た
　
　
　

経
営
指
導
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
た
　
　
　 

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
を
ス
タ
ー
ト
　

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
を
ス
タ
ー
ト
　 

当
連
合
会

当
連
合
会 

経
営
指
導
員
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
た
　
　
　 

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
を
ス
タ
ー
ト
　 

当
連
合
会 

ン
ト
は
な
い
」、
長
澤
徹
・
東
京
都
三
宅

支
庁
長
は
「
観
光
産
業
の
再
生
に
つ
い
て

参
考
と
な
る
ア
イ
デ
ア
、
提
案
を
期
待
し

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
地
域
再
生
！
島
で
生
き
て
い
こ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
し
た
藤
村
望
洋

氏（
地
域
再
生
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）は
商
店
街
で

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、見

学
者
が
全
国
か
ら
訪
れ
る
よ
う
に
し
た
体

験
を
紹
介
、各
界
や
地
域
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
が
活
性
化
の
秘
訣
だ
、と

話
し
ま
し
た
。
藤
村
氏
は
こ
の
上
で
、三

宅
に
対
し
て
は「
危
機
管
理
を
テ
ー
マ
と
し

た
観
光
を
展
開
し
た
ら
ど
う
か
」と
提
案
を

し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
で
は
こ
の
後
、「
人
・
モ
ノ
・
自
然

　

三
宅
島
に
生
き
る
！
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
田
中
悠
紀

子
・
三
宅
村
商
工
会
女
性
部
長
、
飯
沼
義
仁
・

同
青
年
部
長
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
、
村
上
康
・

同
主
席
経
営
指
導
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
り
、
避
難
生
活
か
ら
帰
島
し
て
一
年
の

実
態
、
島
の
課
題
、
力
を
入
れ
て
い
る
事
柄

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。（
１
面
参
照
）

　

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
、
全
国
商

工
会
連
合
会
は
十
月
二
十
六
日
、
東
京
・

品
川
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
「
商
工

会
女
性
部
全
国
組
織
化
四
十
周
年
記
念
式

典
」
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
全
国
の
女

性
部
連
合
会
か
ら
部
長
を
は
じ
め
会
員
二

千
三
百
人
が
参
加
、
四
時
間
に
亘
っ
て
四

十
周
年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
国
歌
、
女
性
部
の
歌
を
斉
唱
、

誓
い
の
言
葉
を
全
員
で
発
し
た
後
、
及
川

ユ
キ
子
・
全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
会

長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
辞
で
及
川
会
長
は
「
部
員
の
減

少
で
女
性
部
は
存
続
の
危
機
に
あ
る
」
と

し
、
こ
の
危
機
か
ら
抜
け
出
す
に
は
「
自

ら
動
き
出
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
と

と
も
に
、
十
五
万
人
の
部
員
が
一
つ
の
束

に
な
る
こ
と
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

真剣な眼差しで講義を聴く

　

旭
日
双
光
章　

橋
本　

賢
一

平成18年秋の叙勲 
栄えある受章おめでとうございます栄えある受章おめでとうございます 
平成18年秋の叙勲 

栄えある受章おめでとうございます 

　
（
前 
日
の
出
町
商
工
会
会
長
、
前 
東
京
都
商
工
会
連
合
会
理
事
）　
　

商
工
会
女
性
部
全
国
組
織
化 

４０
周
年
記
念
式
典
を
開
く 
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人
事
・
給
与
制
度
、組
織
・
指
導
体
制
、

財
政
制
度
に
つ
い
て
の
見
直
し
、い
わ
ゆ

る
商
工
会
等
改
革
に
当
連
合
会
は
手
綱

を
緩
め
ず
進
展
を
図
っ
て
い
ま
す
―
。十

一
月
九
日
、当
連

合
会
は
改
革
実

行
推
進
本
部
会

議（
議
長
＝
桂
�

夫
会
長
）を
開
き
、平
成
十
七
年
七
月
に

取
り
ま
と
め
た「
更
な
る
改
革
実
行
に
向

け
て
」で
主
に
十
九
年
度
以
降
に
実
行
を

予
定
し
て
き
た
三
分
野
六
改
革
事
項
九

実
行
項
目
の
具
体
策
を
決
め
ま
し
た
。

　

九
実
行
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

　

①
降
格
制
度
導
入
に
伴
う
給
与
格
付
等

基
準
設
定
②
昇
任
試
験
制
度
の
見
直
し
③

人
件
費
補
助
金
の
配
分
方
法
の
見
直
し
④

勤
勉
手
当
成
績
率
加
算
配
分
方
法
の
見
直

し
⑤
中
小
企
業
診
断
士
資
格
等
取
得
制
度

化
⑥
関
係
団
体
等
と
の
職
員
派
遣
研
修
の

制
度
化
⑦
職
階
制
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直

し
⑧
コ
ス
ト
管
理
の
徹
底
⑨
新
た
な
収

益
事
業
の
促
進
強
化
。

　

商
工
会
等
改
革
に
つ
い
て
は
平
成
十

七
年
七
月
に
「
商
工
会
等
改
革
実
行
・
更

な
る
改
革
実
行
に
向
け
て
」
と
し
て
三

分
野
七
改
革
事
項
二

十
七
実
行
項
目
を
取

り
ま
と
め
、
現
在
こ

れ
に
基
づ
い
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
十
九
年
度
以

降
実
行
予
定
の
具
体
策
を
取
り
ま
と
め

た
こ
と
で
商
工
会
等
改
革
は
よ
り
骨
が

太
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
活
力
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
よ
う
、
政
策
を
推
進
し
て
も
ら
お
う
、

と
国
並
び
に
都
の
十
九
年
度
の
予
算
編
成

が
始
ま
る
の
を
前
に
当
連
合
会
、
東
京

商
工
会
議
所

な
ど
中
小
企

業
関
係
六
団

体
は
十
一
月

三
十
日
、
東

京
・
丸
の
内

の
東
京
商
工

会
議
所
で

「
中
小
企
業

活
力
強
化
大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
当
日

は
来
賓
に
自
由
民
主
党
、
民
主
党
、
公
明

党
の
関
係
国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
を
迎

え
る
中
、
次
々
と
主
催
者
代
表
が
演
壇
に

立
ち
、
意
見
発
表
を
す
る
と
と
も
に
、
四

項
目
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

四
人
の
代
表
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
演
壇

に
立
っ
た
当
連
合
会
の
桂
�
夫
会
長
は

「
中
小
企
業
予
算
が
十
分
で
な
い
の
は
中

小
企
業
の
皆
様
方
が
政
治
に
向
き
合
っ
て

い
な
い
か
ら
だ
」
と
し
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム

な
情
報
を
地
元
の
国
会
、
都
議
会
の
先
生

方
に
是
非
、
お
伝
え
願
い
た
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　

決
議
四
項
目
は
①
包
括
的
な
事
業
承
継

税
制
の
確
立
等
、
中
小
企
業
関
係
税
制
の

拡
充
②
産
業
人
材
の
確
保
・
育
成
の
た
め

の
施
策
の
推
進
③
中
小
商
業
の
活
性
化
・

地
域
活
力
向
上
に
向
け
た
対
策
の
推
進
④

中
小
企
業
金
融
機
能
の
充
実
強
化
―
で
す
。

　

十
一
月
三
十
日
、
東
京
・
神
南
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
全
国
商
工
会
連
合

会
、
都
道
府
県
商
工
会
連
合
会
、
市
町
村

商
工
会
主
催
の
「
第　

回
商
工
会
全
国
大

４６

会
」
は
、
全
国
か
ら
三
千
余
名
が
結
集
、

　

桂
会
長
が
意
見
発
表

桂
会
長
が
意
見
発
表 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
小
企
業
活
力
強
化
大
会
」
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
小
企
業
活
力
強
化
大
会
」
を
開
く 

　

桂
会
長
が
意
見
発
表 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
小
企
業
活
力
強
化
大
会
」
を
開
く 

「
支
援
事
業
を
一
層
、
高
め
て 

　
　 

い
く
こ
と
は
今
こ
そ
必
要
」 

　
　 
「
第
４６
回
商
工
会
全
国
大
会
」
が
開
催 

「
支
援
事
業
を
一
層
、
高
め
て 

　
　 

い
く
こ
と
は
今
こ
そ
必
要
」 

　
　 
「
第
４６
回
商
工
会
全
国
大
会
」
が
開
催 

壇
上
に
政
府
・
政
党
の
代
表
、
衆
・
参
国

会
議
員
ら
が
居
並
ぶ
中
、
中
小
・
小
規
模

政
策
に
対
す
る
意
見
を
表
明
、
政
策
の
拡

充
な
ど
を
求
め
る
五
項
目
を
決
議
し
ま
し

た
。

　

①
小
規
模
企
業
支
援
事
業
の
確
実
な
執

行
・
支
援
体
制
の
再
構
築
②
中
小
企
業
政

策
、
税
制
・
金
融
制
度
等
の
拡
充
③
均
衡

あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援
と
地
域
間
格

差
の
是
正
④
会
員
増
強
運
動
等
の
取
り
組

み
強
化
⑤
商
工
会
同
士
の
合
併
・
広
域
連

携
等
に
よ
る
支
援
機
能
強
化
―
が
決
議
五

項
目
で
す
。

　

大
会
で
は
国
歌
斉
唱
の
後
、
清
家
孝
全

国
連
会
長
が
「
広
域
的
連
携
、
広
域
的
組

織
運
営
や
職
員
の
資
質
の
向
上
等
を
実
現

し
、
小
規
模
事
業
へ
の
支
援
事
業
を
一
層
、

高
め
て
い
く
こ
と
は
今
こ
そ
必
要
」
な
ど

と
大
会
会
長
挨
拶
。

　

続
い
て
内
閣
総
理
大
臣
祝
辞
、
経
済
産

業
大
臣
祝
辞
が
あ
り
、
こ
の
後
、
意
見
表

明
・
大
会
決

議
を
行
い
、

全
国
百
二
十

万
会
員
の
総

意
と
し
て
そ

の
実
現
を
声

を
大
き
く
し

て
求
め
ま
し

た
。
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西
東
京
商
工
会 
は
十
月
十
九
日
、

市
内
の
コ
ー
ル
田
無
で
「
地
域
の
安
全
と

地
域
振
興
」
を
テ
ー
マ
に
「
第
三
回
地
域

経
済
懇
談
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
懇
談
会

に
は
坂
口
光
治
西
東
京
市
市
長
、
中
岡
利

徳
田
無
警
察
署
署
長
ら
西
東
京
市
の
行
政
、

教
育
、
安
全
、
運
輸
な
ど
の
責
任
者
二
十

二
人
と
商
工
会
か
ら
宮
川
一
三
会
長
、
桂

�
夫
・
当
連
合

会
会
長
ら
十
二

人
の
合
わ
せ
て

三
十
四
人
が
参

加
、
ど
う
す
れ

ば
地
域
の
安
全

が
守
ら
れ
、
地

域
を
活
性
化
さ

せ
て
い
け
る
か

を
探
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は

宮
川
一
三
会
長

が
「
皆
様
の
意

義
の
あ
る
ご
意

見
を
聞
き
な
が

ら
商
工
会
と
し

て
も
さ
ら
に
、

勉
強
を
し
て
い

き
た
い
」
と
主
催
者
挨
拶
。
坂
口
光
治
西

東
京
市
長
が
「
商
工
会
は
（
事
業
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
）
地
域
の
総
合
経

済
団
体
と
し
て
果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
」
と
来
賓
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

　

東
村
山
市
商
工
会 
は
十
月
二

十
六
日
、
東
村
山
市
内
の
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら

い
東
村
山
支
店
で
「
観
光
振
興
と
産
業
活

性
化
〜
東
村
山
の
地
域
資
源
を
考
え
る

〜
」
を
テ
ー
マ
に
「
第　

回
東
村
山
サ

１９

ミ
ッ
ト
」
を
開
き
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
に

は
市
長
、
市
議
会
副
議
長
、
国
会
議
員
、

消
防
署
長
、
郵
便
局
長
、
青
年
会
議
所
副

理
事
長
、
農
協
副
組
合
長
ら
市
内
の
政
界
、

行
政
、
主
要
機
関
の
責
任
者
ら
と
、
商
工

会
か
ら
山
下
三
郎
会
長
を
は
じ
め
と
し
た

役
員
、
当
連
合
会
か
ら
坂
爪
正
二
専
務
理

事
ら
全
部
で
五
十
人
が
参
加
。

　

観
光
振
興
と
産
業
活
性
化
の
た
め
に
何

が
資
源
と
な
り
、
そ
れ
を
活
か
し
て
い
く

に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
取
れ
ば
良
い
か

を
考
え
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
山
下
三
郎
会
長
が
「
歴

代
の
会
長
が
積
み
上
げ
て
き
た
商
工
会
の

相
次
い
で
地
域
サ
ミ
ッ
ト
を
開
く

相
次
い
で
地
域
サ
ミ
ッ
ト
を
開
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
東
京
は
「
地
域
の
安
全
と
地
域
振
興
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、

　
　
　
　
　
　
　
　
西
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京
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「
地
域
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「
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光
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東
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山
市
は
「
観
光
振
興
と
産
業
活
性
化
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が
テ
ー
マ

テ
ー
マ 
相
次
い
で
地
域
サ
ミ
ッ
ト
を
開
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
東
京
は
「
地
域
の
安
全
と
地
域
振
興
」
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
山
市
は
「
観
光
振
興
と
産
業
活
性
化
」
が
テ
ー
マ 

地域経済懇談会地域経済懇談会東村山サミット東村山サミット

　

産
業
交
流
展
２
０
０
６
実
行
委
員
会

（
委
員
長
島
田
健
一
・
東
京
都
産
業
労
働

局
長
）、
当
連
合
会
な
ど
主
催
の
「
産
業

交
流
展
２
０
０
６
」
が
十
月
十
九
、
二
十

の
両
日
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
（
東
京
国
際
展
示
場
）
で
開
か
れ
ま

し
た
。
同
展
は
首
都
圏
の
中
小
企
業
が
自

慢
の
技
術
・
製
品
を
展
示
、
新
し
い
販
路

を
開
拓
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
九
回
目
と

な
る
今
回

は
出
展
者

数
、
出
展

小
間
数
と

も
前
年
の

実
績
を
大

幅
に
上
回

り
、
五
百

八
十
七
企

業
・
団
体

５８７
企
業
・
団
体
が
６８８
小
間
に
出
品 

　
　
　
　
　 

産
業
交
流
展
２
０
０
６
が
開
催 

　

首
都
圏
産
業
活
性
化
協
会
、
西
武

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ　

は
十
一
月

２１

一
日
、
東
京
・
西
新
宿
の
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル

で
〝
さ
ら
な
る
成
果
と
さ
ら
な
る
発
展
〞

を
テ
ー
マ
に
「
第
７
回
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
九
時
か
ら
地
下
一
階
ホ
ー
ル

で
来
賓
に
脇
本
眞
也
経
済
産
業
省
関
東
経

済
産
業
局
長
、
桂
�
夫
・
当
連
合
会
会
長

ら
を
迎
え
て
開
会
式
を
行
い
、
脇
本
局
長
、

桂
会
長
ら
が
挨
拶
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
展
は
企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
の
支
援

を
目
指
し
て
お
り
、
今
年
は
出
展
企
業
の

地
域
が
増
え
、
三
条
・
燕
地
域
（
新
潟

県
）
と
相
模
原
地
域
（
神
奈
川
県
）
が
新

た
に
加
わ
っ
た
の
が
特
徴
で
す
。

三
条
・
燕
、相
模
原
地
域

も
参
加
 

　
　
 
「
第
７
回
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
」

三
条
・
燕
、相
模
原
地
域

も
参
加
 

　
　
 
「
第
７
回
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
」

発
展
を
今
、
さ
ら
に
羽
ば
た
か
せ
た
い
。

今
日
は
東
村
山
の
前
途
を
担
う
よ
う
な
気

持
ち
で
進
ん
で
い
き
た
い
」と
主
催
者
挨

拶
。細
渕
一
男
東
村
山
市
長
が「
東
村
山
は

あ
と
三
年
も
経
て
ば
大
き
く
変
わ
っ
て
く

る
。そ
ん
な
夢
が
膨
ら
ん
で
い
る
と
こ
ろ

だ
」と
出
席
団
体
代
表
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

が
参
加
、
出
展
小
間
数
も
六
百
八
十
八
小

間
を
数
え
ま
し
た
。

　

海
外
か
ら
出
展
が
あ
っ
た
の
も
今
回
の

特
徴
で
す
。
同
展
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に

無
か
っ
た
こ
と
で
韓
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ

ム
の
企
業
十
二
社
が
加
わ
り
ま
し
た
。
十

二
社
は
公
募
を
し
た
結
果
、
参
加
を
表
明

し
て
き
た
も
の
で
す
。
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り
返
還
さ
れ
今
日
ま
で
復
興
及
び
振
興
の

基
盤
整
備
の
中
、伊
豆
七
島
と
同
様
に
観
光

立
島
を
目
指
す
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

か
ね
て
か
ら
小
笠
原
は
固
有
種
が
数
多

く
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
東
洋
の
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
」
等
と
呼
ば
れ
、
本
年
は
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
登
録
の
申
請
が
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
稀
有
な
自
然
を

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
帰
島
が
叶
い
ま
し
た
三

宅
村
商
工
会
の
皆
様
も
、
昨
年
十
一

月
の
三
宅
村
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
時
の
よ
う
な
笑
顔
で
、復
興
に
向

け
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
笠
原
村
は
日
本
で
最
初
に

日
の
出
る
最
東
端
の
島
、
南
鳥

島
（
マ
ー
カ
ス
島
）、
ま
た
、

か
つ
て
話
題
と
な
り
ま
し
た
最

南
端
の
島
、
沖
ノ
鳥
島
等
を
含

め
、
東
京
か
ら
南
へ
一
千
㌔
㍍
、

さ
ら
に
南
北
一
千
㌔
㍍
、
東
西

一
千
七
百
㌔
㍍
の
太
平
洋
上
に

散
在
す
る
三
十
余
り
の
島
々
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
三
年
、ア
メ
リ
カ
よ 

本
年
は
大
事
な
年
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
村
商
工
会
　
会
長
　
鯰
江
　
満

年男　抱負を語る 

持
続
可
能
な
範
囲
で
利
用
す
る
と
い
う

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
、
当
会
と
し

て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
本
年
は
、
島
内
の
経
済
団
体
が

当
商
工
会
へ
の
統
合
を
検
討
す
る
な
ど
、

大
事
な
年
と
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
東
京
都
商
工
会
連
合
会
の
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
ご
多
幸
を

祈
念
し
て
、
挨
拶
と
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

た
ま
工
業
交
流
展
実
行
委
員
会
は
二
月

十
六
、
十
七
の
両
日
、
立
川
市
の
国
営
昭

和
記
念
公
園
緑
の
文
化
ゾ
ー
ン
花
み
ど
り

文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
ゆ
め
ひ
ろ
ば
で
「
出

会
い
か
ら
発
展
へ　

多
摩
の
技
術　

」
を

１４１

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
「
第
六
回
た
ま
工

業
交
流
展
」
を
開
き
ま
す
。

　

同
展
は
多
摩
地
域
の
中
小
企
業
の
持
つ

優
れ
た
技
術
や
製
品
を
一
堂
に
展
示
し
て

製
品
や
加
工
技
術
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り
新
規
市
場
開
拓
や
、
受
注
の
確
保

を
図
る
こ
と
と
、
地
域
工
業
の
振
興
を
目

指
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

出
展
は
①
機
械
・
金
属
・
電
気
機
器
②

情
報
関
連
・
ソ
フ
ト
開
発
③
環
境
関
連
④

そ
の
他
製
造
業
⑤
学
校
関
連
、
協
力
団
体

―
と
大
き
く
分
け
て
五
分
野
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
百
四
十
一
企
業
（
予
定
）
が
自

慢
の
技
術
や
製
品
を
展
示
、
紹
介
を
し
ま

す
。
当
連
合
会
も
ブ
ー
ス
（
シ
ニ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
）
を
出
し
、
経
営
革

新
や
、
創
業
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応

じ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
初
日
の
十
六
日
は
基
調
講
演
と

マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
懇
談
会
も
開
き
ま
す
。

２
月
１６
日（
金
）
　
１７
日（
土
）
　
国
営
昭
和
記
念
公
園
 

「
第
６
回
た
ま
工
業
交
流
展
」
 

　
　
　
　
　
　
多
摩
地
域
の
技
術
や
製
品
を
一
堂
に
展
示
 

��������	
��
　 　　　　　　　　　　大特集　Part １３（１月－２月）　　

問合せ先内　　　　　　　容会　　　　場イベント名日　　 程

大島観光協会
０４９９２－２－２１７７

椿の多品種を展示します元町船客待合所椿展

椿
ま
つ
り

第　

回
伊
豆
大
島

５２
２７日（土）～
３月２６日（月）

１
月 

大島民謡と手踊り大島公園内椿プラザ 

椿の木や枝でお好みの一刀彫り体験元町　藤井工房椿の一刀彫り

スーパーあんこ娘とダンスパフォーマ
ンス。御神火太鼓他元町船客待合所夜まつり

２月２３日～３月２５日

たま工業交流展実行委員会
０４２・５２５・６９５１

多摩の中小企業の持つ優れた技術や製
品を一堂に展示し、受注の確保、情報
交流等を図る。

　 国営昭和記念公園
　 みどりの文化ゾーン
　 花みどり文化センター

第６回たま工業交流展１６日（金）、
１７日（土） 

２
月


